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【報告・紹介】
学生として、今私たちに何が出来るのか
――キャリアアップ支援団体 career portの試み
千葉大学大学院文学研究科人文科学専攻　　
渡辺　かおり
１．はじめに
　「当社でやりたいことを教えて下さい」。学生が就職活動中、何度も聞かれる
質問である。何となく学生時代を過ごした学生は就職活動で初めて、今後数十
年のキャリアを自分で選択しなければならないと気づき、社会は今までとは全
く異なる世界だと認識する。
　景気回復を受け、今年度の有効求人倍率は 13年ぶりに 1倍台に回復した。
一方で、一旦就職した若者の離職が後を絶たない。就職して 3年以内の離職率
は、大卒で 3割、高卒で 5割、中卒で 7割。所謂「七五三現象」である。転
職していく同期や、リストラされる先輩達を間近に見て、終身雇用の常識は消
え、変化する時々の仕事観に合わせ柔軟に仕事を変えるようになった。起業を
志す若者もいれば、離職しニートやフリーターとなる若者も存在し、若者の自
立格差の広がりを感じる。
　こうした状況の中で、国と地域、社会が一体となり「働くこと」を支援する
動きが活発化している。ジョブカフェや民間就職支援団体、学校でのキャリア
教育や就職支援が一例である。しかし、若者自身が主体的に動かなければ自立
したとは言えないだろう。道を与えるのでなく若者と同じ目線から、主体的活
動を横に広げていくことが必要である。就職活動後の学生自身が就職活動支援
を行う例が各地で報告されているが、これは横への拡張に有効であろう。千葉
大学でキャリアアップ支援を行う学生団体 career port（キャリア・ポート）も、
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学生の自立・主体的なキャリア構築を願い活動中である。本稿では学生団体
career portの活動と、私たち学生を取り巻く環境を紹介していく。
２．career portとは
　千葉大学は関東圏の他大に比べると OB・OGとの縦の繋がりが薄く、また
就職活動セミナーやインターンシップに自主的に参加しキャリアアップを図る
学生が少ない。この背景として、都心との物理的距離による情報の遅延や他大
との比較経験不足、大学側の就職活動支援に割ける人員・費用不足、大学と学
生間の連帯感の欠如などが挙げられる。実質、学生の就職活動・キャリアアッ
プに関するニーズは未解決である。こうした現状が千葉大生の意識の向上を阻
み、やりたいことを見出せない学生を生み出していると考えられた。
　そこで、学生のニーズを大学側に反映し、学生と同じ目線から学生の自立
的活動を促し、その活動を社会に広げていく役割を担うべく、2005年 6月に
career portは誕生した。
３．変わりつつある大学
　独立行政法人化に伴い大学の姿勢や役割が変化している。NPOや市民団体と
の会合も増え、地域と密接に関わる大学へと変容しつつある。大学と学生の意見
交換機会・大学から学生への活動参加アプローチが増えている。しかし会合・機
会に参加する学生数や、就職活動支援室の利用学生数は殆ど変わらない。大学の
動きが学生に「自らの問題」として認識されていないのだ。キャリアアップ活動
の推進も他大と比べ遅れていると感じる。学生の視野を広げるためにも学生の
ニーズを取り入れ、大学と学生が共同して活動を進めていくことが必要であろう。
４．学生と大学を取り巻く地域
　千葉県でも若者の就業率低下が問題となっている。千葉県は東京都に特に近
いため都内に労働力が流れがちである。千葉での就職を促進する働きかけも始
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まっているが、他県出身の千葉大生は特に就職時の千葉離れの意識が高いよう
だ。これは学生時代に地域に触れる機会が少ないことが原因ではないだろうか。
　学生時に地域との共同活動機会を増やすことで、若者の就業促進・地域活性
化につながると考えられる。学生にとっても、ボランティア等の地域活動を通
し「働く大人」を見ることで、自身の職業観の発達につながる。また「地域イ
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ンターンシップ」筆の活動も地域と学生とをつなぐ橋となり得るだろう。
５．career portの活動
　学生の意識を高め大学や地域への積極的関与を導くには、学生に「情報」と「気
づき」、そして「活動の場」の提供が必要である。情報提供として、学生目線のメー
ルマガジン発行や、大学側と共同して「就職活動の手引き」冊子の作成を行っ
ている。気づきの提供として、企業と連携して就職活動セミナーを開催してい
る。活動の場として、外部のインターンシップへの参加を呼びかけている。リ
アルな体験を重視しつつ、「Career Port Web」の運営を通して、インターネッ
ト上での情報発信、意見交換の場の構築など、より多くの学生を対象に即時的
な支援を可能にしている。当面はニーズの多さから就職活動支援を行うが、将
来的には他の学生団体や地域と連携し、学術・国際交流・ボランティア等、よ
り多方面のキャリアアップの場を紹介していきたい。
６．まとめ
　個人の自立したキャリアへの要求を背景として、地域社会・大学・若者自身
が、若者の自立を促す方向に変容している。学生の自立のため、同じ学生とし
て私たちにできることは、学生同士がつながることだと考えている。縦の繋が
りを通して働くイメージを明確化すること。横の繋がりを広げ主体的活動意識
を高めること。地域社会、大学、学生、多くの人の間に立ち「人をつなぎ、社
会につなぐ」こと。これが私たちの目指すものである。
＊　キャリアアップ支援団体 career port
HP：http://career-port.main.jp/
Mail：career_port@yahoo.co.jp
（わたなべ・かおり）
（2006年 7月 10日受理）
